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３ 論文の構成  
 本論文の構成は以下の通りである． 
 
 1章 序論 
 2章 基本定義と従来研究 
3章 職場環境における内部不正誘発要因の識別 
 4章 アカウントの共有における内部不正誘発要因の識別（予備実験） 
 5章 アカウントの共有における内部不正誘発要因の識別（本実験） 












































ている．3 章と同様に被験者はクラウドソーシングサービスによって収集し，共有 ID と個別
IDのいずれかとし，さらにつねにアカウント名が画面に表示されるグループと表示されないグ
ループに分割している．被験者の疑似タスクは，カレーライスによるアンケートと PDF ファ
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従って，以上の点から，本論文は，情報セキュリティの為の応用研究として独創的かつ有益
性の高いものであると評価する． 
 
７ 論文の判定 
 本学位請求論文は，先端数理科学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたも
のであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格
したので，博士（数理科学）の学位を授与するに値するものと判定する． 
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